
その他は同好会

　　　　場所
 日 集 会 室 茶室/将棋室 囲 碁 室 多 目 的 室 東 館

2020 年 7 月 行 事 予 定 表

午 前 午後 午 前 午後 午 前 午 後日 曜 午 前 午 後 午 前 午後

ﾘｰﾀﾞ養成講座1 水

認知症
予防教室2 木 絵手紙

認知症
予防教室3 金

4 土

5 日

6 月

認知症
予防教室7 火

ﾘｰﾀﾞｰ
養成講座8 水

認知症
予防教室9 木

認知症
予防教室10 金

11 土

12 日

13 月 華道

認知症
予防教室14 火

ﾘｰﾀﾞ養成講座15 水 川柳

認知症
予防教室16 木

認知症
予防教室17 金

18 土

19 日

20 月

認知症
予防教室21 火

ﾘｰﾀﾞ養成講座22 水

23 木

24 金

25 土

26 日

27 月 華道

認知症
予防教室28 火

29 水

認知症
予防教室30 木

認知症
予防教室31 金

★の部屋利用は毎月の固定には限りません

健康相談 第１金曜日・第３木曜日　午後１時３０分～

福祉会館講座

こたえ：①花瓶②コーヒーカップ③右のねこのしっぽ④ねこじゃらしの先⑤男

性の左足スリッパ、⑥開き戸の開き具合



福祉会館の再開について

福祉会館は7月1日より一部再開します
新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、当面の間休館期間としていましたが、福祉

会館・いこいの家について、令和2年7月1日より一部再開とさせていただきます。

福祉会館・いこいの家を利用される方は、新型コロナウイルス感染症の重症化のリスク

が高い高齢者であることを鑑み、再開については、いわゆる「3密」を避けるなど感染症予

防対策をより慎重に講ずる必要があるため、コーラスなど大きな声で歌う講座のほか、囲

碁・将棋などは近距離で対面して行うものであり、密接するリスクが非常に高いため、再

開にあたっては、一部事業を制限させていただきます。

また、密集・密接の回避、施設内の消毒のため入場制限を行うことがあります。ご理解

とご協力よろしくお願いいたします。

☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 令和2年7月再開事業 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆

◇相談事業（健康相談、生活相談、福祉電話相談）

◇一部の講座（華道、絵手紙、川柳）

◇認知症予防事業(認知症予防教室、認知症予防リーダー養成講座）

☆☆☆☆ 福祉会館へ来館される皆様への重要なお願い ☆☆☆☆

◇37．5度以上の発熱、咳・倦怠感などの症状のある方は来館をご遠慮ください。

◇館内では感染防止のため、マスクを必ず着用してください。

◇受付で職員の案内する検温を必ず受けてください。

◇手指消毒をしてから入館、館内では手指消毒を随時実施してください。

◇来館毎に利用者連絡先カードを記入・提出してください。

◇水筒・ペットボトルを持参してください。※館内では水分補給以外の飲食不可。

◇館内では接触や大声での会話を避けてください。

◇利用者の安心・安全を確保するため、職員の指示に従ってください。

◇感染症が発生した際は、感染追跡調査への協力をお願いします。



会館再開に向けた名古屋市のガイドライン

「三つの密(密閉空間、密集場所、密接場面)」を避けるための取り組み
◇喚起の悪い密閉空間としない。
各部屋の入口・窓を開放します。冷房時は換気を毎時２回以上実施します。

◇多数が集まる密集場所としない。
各部屋の定員は平時の半数以下とします。利用者同士が２ｍ程度の距離を確保
開講講座＆認知症予防教室の定員を減らします。
※これにより、受講できる回数が減りますのでご協力願います。

◇間近で会話や発声をする密接場面としない。
来館受付時の注意喚起・館内掲示・放送等を実施する。
また職員巡回により密接場面を見つけた場合は指導する。

ウイルス飛沫・付着予防対策の実施
◇利用時にはマスクを着用するよう利用者に要請し、手洗いを励行する。
◇必要な個所にアルコール消毒液やスクリーン等を設置する。
◇不特定多数の人が触れるドアノブなどはドア開放したり、接触後の手洗いを励行する。
◇施設内の高接触部位や備品などの消毒を実施、必要に応じ、入場制限をする。

利用者の健康状態の把握等
◇来館時の体温測定、健康状態申告、体調不調時の利用自粛を要請する。

感染追跡調査を可能とするための措置の実施
◇利用者連絡先カードの記入・提出による感染者が発生した際の連絡手段を確保す
る。
受領した個人情報は２ケ月間保管とし、その後はシュレッダーにより破棄する。

施設職員の感染防止対策の実施
◇職員の健康状態の把握に努めマスク着用＆手洗いの励行、発熱や咳、倦怠感など
の体調不調時は出勤を控える。

保健センターとの連携
◇感染者の施設の利用者が明らかとなった場合は、保健センターに連絡、調査に協力
する。

利用者の安全を最優先



当 面 の 間 中 止 す る 事 業

講座:コーラス、民謡、囲碁、将棋、フォークダンス、楽しい脳活体操、詩吟、

社交ダンス、活き活き体操、ヨガ、健康体操、男の料理教室、はつらつ健康体

操、中国式健康体操討する。

その他:同好会、入浴事業、単発イベント、火曜・木曜・金曜サロン

～ちょっとひとやすみコーナー～
【間違いさがし】

右の絵と左の絵では、違う箇所が６つあります。

すべてのまちがった箇所に〇をつけましょう。（答えは、行事予定表のページ）


